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福岡県の学生Ａさん(１７歳)は、１２月２２日、大分県別府観光港沖合いで行わ
れていたヨット部合宿練習を見学するために、先生及び他の学生５名とともに警
戒船（プレジャーボート６．８ｍ)に乗船し沖合い向け出港しました。沖合いは波
が高かったため、操船者は船の動揺を軽減しようと、Ａさんを含む学生３名を船
首側に移動させ航行していたところ、港外に出た直後に予想以上の高い波(約
1.5m)を受けました。この波に伴う船体動揺により、Ａさんの体は１ｍほど浮き上
がり、次に右手から甲板に着地しましたが体を支えられず、下あごを甲板に打ち
つけ、右手首骨折・下あご部裂傷により全治２ヶ月の重傷を負っています。

～事故からの教訓～
操船者は生徒を安全に指導する立場
にあり、気象の変化には常に注意し
ておく義務があります。
次のことに注意しましょう。
１最新の気象・海象情報の把握は十
分ですか。
２天候悪化が予想され、出港を中止
する必要はありませんか。
３観天望気(波状雲が出ると雨等)に
心掛けていますか。

小型船舶の「中間検査済票」の廃止と、「次回検査
時期指定票」の交付について

次回の定期検査・中間検査の時期をわかりや
すく表示した「次回検査時期指定票」の交付
が、平成20年1月から始まりました。
　1月以降、定期検査・中間検査に合格した船
には、右のステッカーが2枚交付されます。
　船体の両側の外から見やすい位置に貼り付
けてください。

次回検査時期
　（年月）

※従来交付していた「中間検査済票」は廃止されますが、効力がなくなったということでは
ありませんので、従来どおり貼り付けておいてください。

平成19年12月
プレジャーボート等海難
発生地点図

ﾌﾟﾚｼﾞｬｰﾎﾞｰﾄ等海難発生隻数の推移
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　  海の相談室だより　(七管本部海洋情報部)

か

　このように「海峡」が港となっている関門港では、「一般的な」港や湾とは違った特
徴的な動きがあります。

 ときどき受ける相談で、上げ潮・下げ潮に関するものがあります。よく使われる用
語なのですが、話される人によって意味が違ったりします。一般的に上げ潮・下げ
潮とは、干潮から満潮まで海面がしだいに上昇してしる間のことを上げ潮といい、
下げ潮はその逆で、下降してしる間のことをいいます。一方、上げ潮中に流速が最
強となる方向の潮流を「上げ潮流」、下げ潮中のものを「下げ潮流」といいますが、
これらのものを「上げ潮」、「下げ潮」といわれる方もいます。

潮見表の --（横線）
　　海上保安庁が刊行する「潮汐表」には、日本及びその付近の主要な港、７１港の干潮・満潮
時刻とその潮高、主要な瀬戸２０箇所の転流時・流速最強時とその流速の予報値を掲載してい
ます。釣具店などで入手できる潮見表は、海上保安庁が刊行する潮汐表のデータを引用して
作成されることが多いようです。２００８年になり、関門海峡海上交通センターの「関門海峡マリ
ンガイド（２００８年版）」や釣具店の「潮見表」などについて、問い合わせが多くなってきましたの
で、今回はその中の１つ、「時刻や潮高・流速の欄に記載されたーー（横線）の意味は何です
か？」にお答えします。

　一般的に潮の干満や潮流（上げ/下げ潮流）は1日に2回ずつ、合わせて４回起こるのですが、
一日単位で区切ると、時々、３回になったり、２回になったりするため、その欠けた部分にーー
が挿入されています。
　【潮汐/潮高】　満潮・干潮時刻は日々少しずつ遅れていきます。言い換えれば、「24時間と
ちょっと」の周期で起こるので、時々１回少ない（ーーが１回ある）日が現れます。

①満潮

②干潮

③

④

　【潮流/流速】　関門海峡の潮流も同じようなことが起こります。
 赤い線を横切るときが東（西）流れの開始で、曲線の山と谷が西流・東流の最大になります。

下図では、転流は４回ありますが、２回目の東流最大が翌日になり、④がーーで表現されます。

①西流開始
　（転流）

①西流最大（1回目）

②東流開始
　（転流）

②東流最大
 （1回目）

③

③西流最大
（2回目）

④は
翌日

④

　なお、関門海峡マリンガイドで
は、④東流開始を「翌日」の①
東流最大の左隣に前日を示す
「＊」を付して記載しています。
このため、当日の④及び④
がーーになることがあります。

片潮の例
前日

④東流開始
  （転流）

④東流
　最大

①満潮

②干潮

③

④は翌日

さらに、「片潮」と呼ばれる春秋の小潮期などに見られる1日に1回の西流と十数時間連続
する1回の東流が発生するときも、通常のように4回ないのでーーで表現されます。また、
日を跨ぎ転流に至らず東流最大がある場合は、「＆」記号で表しています。

①東流最大

①東流開始
②西流開始

②西流最大
（転流）
西流開始②

（①転流なし:＆）

①東流最大

②西流
　最大

翌日


